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    2021 年 10 月 1 日 

各      位 

会 社 名  日本コンピュータ・ダイナミクス株式会社 

代表者名  代表取締役社長 下條 治 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード４７８３） 

問合せ先 取締役専務執行役員管理本部長 加藤 裕介 

電  話 ０３－５４３７－１０２１ 

 

 
サステナビリティ推進委員会の設置に関するお知らせ 

 

 

当社は、2021 年 10 月 1 日開催の取締役会において、「サステナビリティ推進委員会」の設置について決

議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

 

1. 委員会設置の目的 

当社グループは、これまで「ユニークなソフトウェア技術により、明るい未来に貢献する。」という経営理念の

もと、社会に新しい価値を提供し続け、お客様やステークホルダーの皆様から信頼される企業であることを目

指してまいりました。今後、サステナビリティ基本方針に基づきサステナビリティ推進活動をグループ横断的に

実施していくため、「サステナビリティ推進委員会」を設置いたしました。 

 

2. 委員会の役割 

本委員会は、サステナビリティに関する重要方針・戦略の策定やサステナビリティ推進活動の進捗などに

関する審議を行い、定期的に取締役会に報告します。また、取締役会は、中長期的な企業価値向上の観点

から、本委員会に対する指導及び助言を行います。 

 

3. 委員会の構成 

本委員会は、代表取締役社長 下條治を委員長とし、常勤取締役、各部門長等により構成されます。 

 

4. マテリアリティ（重要課題）の特定について 

当社グループは、持続可能な社会の実現と企業価値の向上を目指すうえで、優先的に取り組んでいくべき

マテリアリティ（重要課題）を以下のとおり特定しております。 

 

① カーボンニュートラル実現への貢献 

 ＤＸの推進 

 高付加価値な駐輪サービスの提供 
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② 安心・安全で豊かな社会づくり 

 レジリエントな社会インフラの提供 

 地方創生への貢献 

 

③ 多様な人材が活躍できる社会へ 

 ダイバーシティ & インクルージョンの推進 

 働きやすさと働きがいの両立 

 次世代リーダーの育成 

 

④ 社会からの信頼を 

 ガバナンス体制の高度化 

 コンプライアンスの推進 

 適切なリスクマネジメント 

 

マテリアリティは、当社の経営理念を踏まえたものであり、当社グループの経営戦略の策定などにおいて重

要な要素と位置付けていきます。 

 

以上 

 


